




Study of a scene which practices continuous nursing 
-Given the continued nursing practice model-
Rubiko NISHI. Echiko ITAMI. Yuriko NOZAKI. Fumie YANO 
In recent years. visitors have many special fields of study. and the number of foreign patients 
IS mcreasmg. 
It is guessed that the training by visitors is many scenes in a short time. 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































亨蔚奇51!何におか窃か来怠いた:IJ.心配していたが.21こ遁語京XI副京語Ii:処置宣で l紋思の2Rにて入 I~Sの2Rにτ入院の 111備を I~Sの1\2でヨ吊語Eti事描画で-:-m著
り.a院玄関で.&I*IiIR. 処置J[で入鍵のa舗をすること:1:怒っ l入院のIJIIをすることl院のIJ備をすること lすることに怠った場面で.患者かlの11~に対応しjながらIm!~りを行い、
た嶋田.18鰐にガー ゼをあてて.11a.ラインをとり.r.u祉の時間 lになった場面.患者書lになった喝面.血管lらの田!Dりと紋況を屋白.aal紋混を僅鯖.aaへ伝える.
まで処置Itで過ごし.1Ilイスに.'J.Aaへ向かった.18ftさんがl!I lんから箆l..~聞いて情 lからの聞き取りと紋 lへ伝えるとともに移送方去のtr
~Ultl:!j!た嶋 1:. .m宥書んから臨しを聞いて側線鼠限績をした.パlCa.躯鏡.&遣の状 l況を1!B$'Aa"伝IE!を行い庖賓の紙況に対応し
イ骨ルをはかり.カル子に入力し‘血者さんの畳近の伏也を趨Ml.l!lOを廻備し医師に鰻 lえる.移送方訟のtr1:. 












い健街京高l}.ij初瓦肩書志恵有匡萄す芯m1t7ilで荷 l両面京11嘗厄~\I事:痛 IIZ訣思It. lB省に封 l僅紋厄花じて示事恵吾己肩蕗子I夜師事変~L"C~\苓lI!l街王奇麗
応する渇面.(旬.舛棄の~1Il関紬闘で血舎の主治医が不在時の lがあり息切れのある IItする喝111. 忠告の lる場面.lB宥の症訣のlIØ・ f由 l箇.患者の盆紋のaø. 情領収..処
























面τHOTを朝刊じて盃E毒してU事副扇詞じで否両b摘lIJ細菌・ ICOPO. 民信で初めて~W曲師 事吾副扇面て麗自彊曹を強調じた恵者I初めて直面画葛吾自主附した也省の
COPO. 民自のlIl~l!if待つ.1遁関前に退践し.温除後初めてのI IHoTを利用している11111...た息省の隼活指!の生活鍋10細菌.11伏への対 l錨IJ舗面.盆伏への針鼠とリスヲマネー
外来受診だった.槍局で住まいはアパートの2F(陪隠).築領時や l宥の生活!lJ1J堀面. l iD渇田.tl~への封1111. リスヲマネージメン.トの飽.1ジメントのæ明と祉会資gの活用にI!!II...
償還時にはロすぽめ呼吸をすると良いことを伝える.ー努積がかかl退院後初めての外来 l箆.リスヲマネー ジメl縫合資Bcの活用.本人とI!oにlての銀明を本人と司蹴に行う.











本人1.a:.ØØの渇初131，>どの目覚ti~fJ"，l(.織活も見られている l医院に富われたことをl雌舗の説明内包の l医院の民明E納得できない庖者l 自覚定紋とB断6道予言F扇面扇面
ことから、症状がより回復していると考えていた.だが、外来畏鎗時 111解で曹ているかといIf書留細密.白1111杭11=支姐する渇国.自覚症紋è~1を納得できない庖者に支慢する場面.
のレントゲンでは.PJぴ腿閉81=t..りかけτいることが分かった.そ 1うことを砲偲していた lと~聞の遣い.理 II!iの遣いがあることから、入院 l症状出現時の逮緒方訟や稼銭への践
の定紋{状0)のことを居師が患者の脱明し、再底入院することを勧l嶋田.再度入院する二l解・同窓が縛られな lに討して忠宥の電解・岡l!が得 l曙It.tどの随りかけにより庖省の同窓を
















シヨン豊行う渇箇.乎舗の霊目であり.主にa眼般の方這‘肉思議 l術後のオリエン子ー lォ・}J:ン予ー シヨン場lン細菌.備前の生活を鴎曹l1liる lii.由時前の生活を閏曹取り.その入信り
の!lJiD.日常生活上の注窓点を錨渇している舗面.手術の翌日で lシヨン苦行う海面.点 lii.疏の使用方法.1ことにより.相手に合わせた日 lの生活錨織を行う.また労いの曾腐を
あることから、自の見え方が『暗かったのが明る〈なったJと笑削でlill!l療の方法、肉思疎 l日常生活上の留21常生活の畑織を行う.また労い 11けにより忠告の笑簡と安心I.t:生活
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